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研究成果の概要（和文）：口腔癌患者は年々増加しており早期発見のための口腔癌診断システム

の確立が望まれる。我々は癌マーカーとして期待されているテロメラーゼに着目し、電気化学

的テロメラーゼ活性測定法(ECTA)を用いた口腔癌診断システムを考案した。 

 口腔癌患者の口の中をブラシで擦過し採取した癌細胞を用いテロメラーゼ活性を ECTA に

て測定したところ、ECTA による口腔癌診断の感度は 83.3％、特異度は 81.8％であり、本方法

は口腔癌診断システムとして有用であることが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：Oral cancer patients have been increasing year by year and the 

establishment of effective oral cancer screening system is required due to early detection. 
Telomerase activity has drawn attention as a cancer marker since a long time back. We have 

applied a new method of electrochemical telomerase assay (ECTA) for screening of oral 

cancers. We measured the telomerase activity of the clinical samples which were collected from 

oral cancer patients using ECTA. The sensitivity and specificity of ECTA was 83.3% and 81.8%, 

respectively. ECTA could be an excellent screening system for the early detection of oral 

cancer. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

交付決定額 2,200,000 660,000 2,860,000 

 

研究分野：口腔外科（口腔癌） 

科研費の分科・細目：歯学・外科系歯学 

キーワード：口腔癌、テロメラーゼ、電気化学 

 
１．研究開始当初の背景 

わが国では高齢社会の影響も受け癌患者
は増加の一途を辿り、早期発見のための口腔
癌診断システムの確立が望まれる。以前より
テロメラーゼは癌のマーカーとして期待さ
れている。 

現在テロメラーゼ活性を測定する方法と
し て Telomeric Repeat Amplification 

Protocol(TRAP)法が汎用されているが、この
方法は PCR、ゲル電気泳動を必要とするため
操作が煩雑で、時間がかかるという欠点を有
しており、癌の診断システムとして応用する

ことは困難であった。そこで我々は電気化学
的テロメラーゼ活性測定法（ECTA)を用いた
口腔癌診断システムを考案した。本方法は
PCR やゲル電気泳動を必要とせず、TRAP 法
に比べ簡便かつ迅速にテロメラーゼ活性を
調べることが可能である。 

２．研究の目的 

本研究の目的は電気化学的テロメラーゼ
活性測定法を用い、患者の唾液あるいはブラ
シにより採取した細胞からテロメラーゼ活
性測定し、癌の診断を行うシステムを確立す
ることを目的とする。 
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３．研究の方法 

臨床研究に先立ち、培養癌細胞を用い TRAP
と ECTAでのテロメラーゼ活性検出能力を比
較する。続いて TRAPでは、一般的には生検
等で得た組織細胞をもとにテロメラーゼ活
性の測定を行っているが、癌検診では非侵襲
的な方法で簡単に診断を行うことが望まし
いため、口腔内をブラシで拭い採取した細胞
を用いてテロメラーゼ活性を測定する。得ら
れたデータを基にして、ECTA でのテロメラー
ゼ活性陽性と判定する電流増加率（cut off
値）を決定し、最終的には TRAPと ECTA の検
出率について比較する。 
 
４．研究成果 
培養癌細胞を用い、TRAPと ECTAのテロメラ
ーゼ活性検出率を比較したところ、ECTA では
TRAP よりも少ない細胞数でテロメラーゼ活
性を検出できることがわかった。次いで臨床
サンプル（ブラシ等で口腔内をぬぐい細胞を
採取）に応用した。ROC 解析より cut off 値
を 19％に設定したところ、口腔癌診断におけ
る ECTAの感度は 83.3％、特異度は 81.8％で
あった。臨床サンプルにおいても ECTAは TRAP
よりもテロメラーゼ活性検出能力が高かっ
た。本方法は口腔癌診断システムとして有用
であることが示唆された。 
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